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〔巻頭ユ 医術の歩み
言葉は生きものという。病気の世界でも，言葉は，そ
れぞれの道を歩んで生まれては消えていく。私たちが医
学生だったころ，業病というのがあった。手に負えない
因業な病気を指した。ハンセン氏病，結核などその代
表。だが医薬の進歩でなおるようになると，いつの間に
か，その言葉も消えていった。そのうち老人病というの
が出た。しかしこれは平均寿命が長くなったので聞えが
悪く，まもなく雲がくれ。代って成人病。近ごろではま
た難病というのが現われた。なおり難い病気というだけ
の意た、ったが，だんだん範囲が限定され，そのうちの原
因不明のものだけというふうに読まれている。スモン病
，ぺーチェット病，サjレコイドーヲスなど。厚生省が特
別に，そう指定したというだけのことで，今は 8種類，
来年は 20種類が難病として通用するだろう。
医学用語とちがって，これらの一般語は，理くつにあ
まりこだわらない。結核は成人に多いが，成人病には，
はいらない。難病でも病因がわかってくると，自然はず
されていくことだろう。サJレコイドージスのように，昔
は類肉腫と訳されたが，当初の概念とはちがってきたの
で，片カナの原語に返り， さらにサノレコイド病と変名し
つつあるのもある。
それにしても，新語が次々とにぎやかに登場してくる
のには驚く。昔からあって新たに注目されたのもあれ
ば，昔なくして新しく出てきたのもある。医原病とか公
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害病など。ひとつ病気を征服すると，別の病気が現われ
るような感じさえする。そして必ず医術によって征服さ
れていく。そのように近年の医術の進歩は，めまぐるし
し、。
医術は，しかし，成長の早いテンポのせいか，社会の
期待とともに世の関心を強めてきた。そして，そのなか
に，医の倫理という言葉まで浮かんで、きた。いや叫ばれ
ている。言うまでもなく医術は医学の応用面でもあり，
二つの術から成り立っているものo一つは人聞が生物，
人間をもふくめた自然物に働きかける技術であり，もう
一つは人聞が自由をもった人格者としての人間に働きか
ける仁術である。だから医術を行なう場合は，たんに技
術を身体的に実行さえすればいいというものではない。
当然，初めから仁術としての深いヒューマニズムを前提
としている。それなのに，前提を無視してるかのよう
に，いまさら医のありかたを問われているのは，どうし
たことだろう。
言葉の通用性を考えると，やはり，もういち度，医学
の原点に帰ってみねばならないことになる。経済に限ら
ず医術でも，成長の早過ぎることに伴う必然悪があり得
るのかも知れないが，医の道とは，なんと，きびしいも
のであることか。心を突くものがあるのは致しかたない
ようだ。
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